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1 はじめに

近年 ICTの進展により生成・収集・蓄積等ができる

データ（ビッグデータ）が注目されており, 教育の分野

においてもデータを収集し分析するといった事例は珍

しいものではなくなってきている．名古屋工業大学で

も ICカード出欠管理システムやコースマネジメントシ

ステムで得られたデータを用いてデータマイニングに

よる分析や予測を行う研究がされており, 本研究では将

来の学生の成績レベルをベイジアンネットワークを用

いて予測することで,予測された学生がどのような特徴

を持っているか構築されたモデルから調べている．ま

た特徴を見つけたとしても予測がしっかりできていな

ければ正確であるとは言えないので予測的中精度の向

上を目指した．今まで予測に用いていたデータは A年

度入学者のデータだけだったが,データ数が少ないとた

とえ予測的中精度が高い値を示したとしても他のデー

タで試した時に同じ精度が出るかわからないため,B年

度入学者のデータ, C年度入学者のデータを加えた．こ

れにより 2学年度分のデータを学習データとして, 余り

の 1学年度を評価データとして予測を行うといったこ

とが確認できるため,考えられる各パターンについて検

証を行った．

2 本研究で用いたデータ

本研究では,出欠データと打刻データと成績データを

用いて予測を行っている．出欠データに関してはシステ

ム上の問題からそれぞれ正確でないデータ部分が存在

するので,出欠データを打刻データで補正することによ

り出欠補正データとして予測に用いる．出欠補正デー

タからは月毎の打刻回数に関する変数,DI [1]に関する

変数,入室時間と打刻時間の差の平均秒数に関する変数

を拡張して用いる．ここでDI について説明する．DI

はある学生の 2週間毎の打刻数を比べたときの出席率

を表しており式 (1)で求められる．DA, DB はある学生

における直近 2週間の打刻回数, さらにその 2週間前の

打刻回数を,D̄A, D̄B は全学生における直近 2週間の打

刻回数の平均,さらにその 2週間前の打刻回数の平均を

表している．

DI =
DA/D̄A

DB/D̄B
(1)

成績データからは 1年前期,後期におけるGPA 及び

各学期の教科別GPAを変数として用いる．これより出

欠補正データから 33 変数, 成績データから 14 変数を

用いて予測する．予測開始時期は 1年次終了時点とし

2年次終了時点における学生の成績レベルの予測を行

う．目的変数は離散化を行い, 2年次終了時点における

総合GPA(0～4)を等間隔に 5等分したものを成績レベ

ル (S,A,B,C,D)として設定している．Sは成績が優秀

であることを表しておりA, Bと進むにつれて成績が悪

くなっていることを表している．

3 ベイジアンネットワークによる予

測結果

3学年度分のデータを用いて次のパターンにおける予

測を leave one out法による検証で行った．

• A,B年度のデータを学習データとした予測

• B,C年度のデータを学習データとした予測

• A,C年度のデータを学習データとした予測

また各パターンで予測を行う際,leave one out法 (LOO)

による検証だけでなく,3学年度のうち学習データで使

用していない残りの 1学年を評価データとし検証を行

うホールドアウト法 (HO)による予測も行った．表 1に

各パターンの各検証方法で最も良かった予測的中精度

を示す．

表 1: 各パターンにおける予測的中精度
LOO HO

学習,評価 精度 学習 評価 精度

A+B 80.77 ％ A+B C 79.52 ％

B+C 77.18 ％ B+C A 81.29 ％

A+C 76.56 ％ A+C B 73.65 ％



表 1 より予測的中精度が最も良いパターンは,leave

one out法ではA,B年度による学習データの予測,ホー

ルドアウト法では B,C年度による学習データの予測で

あることが分かった．またそのときの予測結果の詳細

について表 2,表 3に示す．縦は実際,横は予測を表す．

表 2: A,B年度データによる予測 (左:LOO,右:HO)
@
@
@

S A B C D

S 7 7 0 0 0

A 2 106 14 0 0

B 0 17 118 10 1

C 0 0 9 31 2

D 0 0 0 3 11

@
@
@

S A B C D

S 3 4 0 0 0

A 0 52 6 0 0

B 0 10 55 6 0

C 0 0 4 19 1

D 0 0 0 3 3

A,B年度の学習データによる予測結果は,表 2より leave

one out法では成績レベル Sの予測的中精度は 5割程

度だが,他の成績レベルに関してはある程度予測できて

いるのに対し,ホールドアウト法では成績レベルDも 5

割程度しか予測できていないことが分かり,各パターン

の中で leave one out法による予測的中精度は一番高い

が成績優秀者や成績不遇者を見つけるには適していな

いことが分かった．

表 3: B,C年度データによる予測 (左:LOO,右:HO)
@
@

@
S A B C D

S 13 3 0 0 0

A 5 100 14 0 0

B 0 24 104 14 1

C 0 0 7 28 5

D 0 0 0 3 12

@
@
@

S A B C D

S 4 1 0 0 0

A 4 48 9 0 0

B 0 6 63 4 1

C 0 0 5 19 2

D 0 0 0 0 5

B,C年度の学習データによる予測結果は,表 3より leave

one out法では成績レベル Sと Dの予測的中精度が高

いことが確認できる．またホールドアウト法でも成績

レベル S,Dの予測的中精度は高く,この学習データは成

績優秀者や成績不遇者を見つけるのに適していること

が分かった．

4 特徴分析

本研究では成績優秀者や成績不遇者が持つ特徴を見

つけたいので B,C年度の学習データによる予測の結果,

構築されたモデルよりどのような特徴を持っているの

か調べた．モデルの一部分を図 1に示す．
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図 1: B,C年度データによる BNモデル (抜粋部分)

図 1より目的変数は 11月打刻回数と 1月打刻回数の変

数によって確率的に表現できることがわかる．このと

きの確率結果について表 4に示す．

表 4: B,C年度データのモデルによる成績レベル表現
11月打刻回数 1月打刻回数 S A B C D

≤ 59.5 ≤ 16 3.4% 3.4% 3.4% 24.1% 65.5%

≤ 59.5 16 - 39.5 2.6% 2.6% 28.2% 53.8% 12.8%

≤ 59.5 39.5 < 4% 28% 20% 20% 28%

59.5 - 78.5 16 - 39.5 3.4% 3.4% 44.8% 37.9% 10.3%

59.5 - 78.5 39.5 < 2.4% 32.4% 52.9% 11.9% 0.3%

78.5 < 39.5 < 9.6% 49.5% 38.1% 2.5% 0.4%

表 4より 11月打刻回数が 59.5より低いと 1月打刻回

数にもよるが全体的に成績レベルが悪くなりやすいこ

とがわかる．また 11月打刻回数が 78.5より高いと成

績レベルは良くなりやすいことがわかる．

5 むすび

本研究では,卒業生データを 3学年度分用意し,ベイ

ジアンネットワークによる予測技術を用いて検証を行っ

た．予測の結果,どのパターンも約 8割ほどの予測的中

精度を持っていることが分かった．またその時の成績

レベル予測表をみると B,C年度のデータによる予測に

関して成績レベル S,Dの予測的中精度が leave one out

法,ホールドアウト法共に高く成績優秀者や成績不振者

を予測したい場合に最も適していることが分かった．ま

たベイジアンネットワークによって作成されたモデル

から, 予測したい成績レベルは 11月打刻回数と 1月打

刻回数から確率的に表現できることが分かり,打刻デー

タの有用性を見つけることができた．

今後の課題として,他学科のデータや他大学のデータ

を用いて本研究で行った操作を同様に検証することや,

新たなデータによる変数の追加を行い新たな変数によ

る特徴を見つけることが挙げられる．また本研究で用

いている打刻に関するデータは,最近では出欠確認シス

テムを導入している大学も多いためカリキュラムに縛

られない変数としては有用であると言えるので,家から

大学までの通学手段や通学にかかる時間を考えた打刻

データによる特徴を見つけていきたいと考えている．

参考文献

[1] 松尾啓志，“ICカード出欠システムを用いた不登校

学生早期把握と災害時人情報把握への取り組み”，サ

イエンティフィック・システム研究会教育環境文科

会，第 1回会合（2012）


